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         Two Cases of Tuberculosis of Seminal Funiculus 
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                         and Akira ADACHI 
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                            (Director :Prof.  7'.  Inada) 
   We have reported two cases of the tuberculoris of seminal funiculus, and investigated 
philologically 53 cases in our country. 
   In the first case, a patient of 37 years of age, the tuberculosis of seminal funiculus 
of both sides was detected, and was the fifth case of bilateral one in our country. 
   And in the second case, a patient of 25 years of age, tuberculous change was detected 
in the large masa of seminal funiculus of the right side. 
   In both cases we have found histologically the productive tuberculosis, and in the 
second case we have especially noticed the remarkable finding of phlebitis obliterans. 
   As the cause of genesis, we will support not only the theory of tuberculous allergy 
that has been exclaimed up to present day, but also the theory of tuberculous bacillus 
that has asserted this condition is caused by direct action of tuberculous bacillus.
1緒 言
副睾丸結核は 日常われわれ のしば しぱ経験す
る所であるが,生 殖器結核 として精索に原発性
に結核性変化が生ず る場合は地較的稀で ある.
即ち古 くはLegneu(1909)が 第1例 を,
Peyster(1944)は自家経験 の1例 と共 に1交献
例を集 めてその5例 を報告 して居 るが,欧 米 で
は極めて稀 である.本 邦 に於 ては石津(1931)
に依 り第1例 が報 告 されて以来,今 日迄 に53例
の記載があつて漸 次増加 の傾向が ある.此 の間
近藤の本邦例23例に就 いての詳細 な統計的観 察
を始め として以後藤 田の29例,齊藤 の44例,松
浦の33例に就 いての丈献 的考察 に接 する.精 索
結核は精路の結核か ら二 次的に連続的侵襲 に依
り生 じた ものでな く原発性に精索 内に生 じた も
ので あつて,そ の本 態は組織学的 には精索静脈
叢に於 け る結節性結 核性静脈炎乃至静脈周囲炎
であつ て乾酪 化の傾向は少な く,術 後の組 織学
的所見に よつて始め て診 断 され る場合が殆 どで
ある.わ れわれ も術前結核性副睾丸炎の疑診 の
下に手術 を行 い,術 後組織学的 に確定 し得 た2
例(内1例 は両側性)を 追加 すると共に,集 め
得た本 邦例53例に就 いて2～3の 点につい て丈




















































































































































































な ・ 懸 び畢麟 水腫
牽 引 痛精管結 核
無痛性腫脹肺 浸 潤
〃 〃 な し
搬 ・擁 度経噛 な ・
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腹 膜 炎1舗瞬 な ・
な し 無離 腫脹1な し
〃 〃 副睾丸結核
〃 ノ 左 腎 結 核
〃 .ク
示指駄1増磁 結核脳






















































































































な ・ 騰 翻 夢澤丸結小指頭大
ば無痛性)[



































梅 実 大結核性肉芽,1部 乾酪化
皓核性閉鎖性動脈内膜炎,陰
嚢 水 腫示 指 頭 大「静脈炎,乾 酪化,ラ氏巨細bl
胞
示指頭大灘 碧除にて結核性変化
30 鳩 卵 刈1
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右 医 ジ 牽引性舗 な し
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揚指 頭大罐 縣 欝 腫・・氏
小指頭大難 翫 徽 騰 脈炎・ラ1
1
揖 指 頭 大精索結核「
な し 陰嚢内腫脹 な し 結核結節,類上皮,乾酪化1小 指 頭 大 ・ ・氏 巨 細胞 ト
52
な し 陰嚢内腫脹 な し
[精子侵襲症
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副睾丸,睾 丸,精 管 と無 関係 に精索に一次的
に発生する所謂精索結核 に関 して本 邦例 で記載
の明 らかなものは,1950年近藤iの集 計に よる と
氏 の経験例 を加 えて25例,1953年には藤 田の29
例,以 後和 田の31例,齊藤 の44例,松浦の33例
を散見する.わ れわれはその後 の報告例を合わ
せて53例に就いて自験例2例 を比較 し乍 らい さ
さか考察を行 い度 い と思 う(表 参照)
先づ発生年令をみるに53例中記載 の明かな も




40才)に多 く発生 している.自 験例 は37才,25.





ある.精 系静脈瘤 が統計上 概 して左側 に多い の














































空洞を形成せるもの1例(後 藤,内 田)で あつ
て結核結節の形成は著明であるが比較的乾酪化
の傾向は少なく,膿瘍,空 洞形成は更に稀で今






































































3)石 津:日 泌 誌,23:3,1935.
4)伊 賀 ・皮 紀 要,26:5,1936.





第2図 第2例 の別 出標 本(右側,8.0×2.3×1.Ocm)
6)藤 浪:皮 紀 要,42:1,1943.
7)岡 ・渡 利:臨 皮 泌,1:82,1947.
8)岡 元:臨 皮 泌,3:236,1949.
9)松 浦:臨 皮 泌,11:888,1949.
ユ0)斉 藤:臨 皮 泌,8:423,1949.
11)近 藤 ・石 」]=岐 阜 医 報,4:33,1950.
12)近 藤 ・石 山:岐 阜 医 報,5:28,1951.
13)藤 田 ・他:臨 皮 泌,7:308,1958.
14)和 田 皮 と泌,16:20,1954.
15)岡 ・加 藤i=日 泌 誌,46:488,ユ955.
16)川 井 ・他:日 泌 誌,46:219,1955.
17)今 北 ・他,皮 と 泌,19:28,1957.
ユ8)後 藤 ・他.皮 と 泌,19:16,1957.
19)白 崎:日 泌 誌,48:23,1957.
20)石 山 ・篠 田:日 泌 誌,49:292,1958.
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第5図 第1例の顕微鏡写真(右 側,強拡大,増 殖性
結核結節,中央にラ氏巨細胞を認める)
第3図 第1例の顕微鏡写真(左側,強拡大,増殖性
結核結節中央に4箇のラ氏巨細胞を認める.)
